
    

 

 

 

 
 

ＳＤＧｓの推進に向けた具体的な取組の普及及び推進を図るため、「かわさきＳＤＧｓ

パートナー」及び「かわさきＳＤＧｓゴールドパートナー」の優れた取組を表彰する 

「かわさきＳＤＧｓ大賞２０２５」を今年度も実施します。 

 

１ 公募対象 

・「かわさきＳＤＧｓパートナー」及び「かわさきＳＤＧｓゴールドパートナー」が 

実施するＳＤＧｓのゴール達成に資する優れた取組。 

 

２ 表彰 

(1) 経営部門 最優秀賞 

（2）経営部門 優秀賞 

（3）地域・社会部門 最優秀賞 

（4）地域・社会部門 優秀賞 

 

３ スケジュール 

(1) 募集期間  

令和７年６月３日（火）～８月１日（金） 

(2) １次（書類）選考 ９月中旬結果通知 

(3) ２次（最終）選考 プレゼン、非公開 

１０月１０日（金）１０月下旬結果通知 

(4) 表彰式（公開）   

１１月２１日（金）午後 

 

４ 応募方法（詳細はそれぞれ以下のＵＲＬを御参照ください。） 

(1) オンラインフォームによる申請 

https://logoform.jp/form/FUQz/920814 

(2) 電子メールによる申請 

     https://www.city.kawasaki.jp/170/page/0000174062.html 

 

５ 主催 

  川崎市ＳＤＧｓプラットフォーム（事務局：川崎市、川崎信用金庫） 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 ６ 月 ２ 日 

報 道 発 表 資 料 

川崎市（総務企画局） 

 

【問合せ先】 

川崎市総務企画局都市政策部 

ＳＤＧｓ・国際連携推進担当 野本 

電話 044-200-3669 

川崎市ＳＤＧｓ登録・認証制度 

「かわさきＳＤＧｓパートナー」とは… 

ＳＤＧｓの達成に向けて取り組む企業・団体を川崎市が登

録・認証する制度。令和７年４月３０日時点で３４４６者が

登録・認証されています。詳細は「かわさきＳＤＧｓポータ

ルサイト」を御参照ください。 

かわさきＳＤＧｓ大賞２０２４表彰式 

かわさき 

の募集を開始します！ 

大賞２０２５ 

https://logoform.jp/form/FUQz/920814
https://www.city.kawasaki.jp/170/page/0000174062.html


かわさきSDGsパートナーの優れた取組を表彰します！

2025年度 募集スケジュール

・ 募集期間 2025年 ６月３日（火）〜８月１日（金）
・ １次選考（書面） 2025年 ９月中旬に結果通知
・ ２次選考（プレゼン）2025年 10月10日（金）
・ 表彰式 2025年 11月21日（金）【公開】

応募部門

・ 経営部門 最優秀賞 （１者）
優秀賞 （１〜２者程度）

・ 地域・社会部門 最優秀賞 （１者）
優秀賞 （１〜２者程度）

※申請数・申請内容等によっては、希望とは異なる賞を授与する場合があります。

主催・問合せ先

川崎市SDGsプラットフォーム事務局（川崎市・川崎信用金庫）
川崎市 総務企画局 都市政策部 SDGs・国際連携推進担当
電 話：044-200-0374
メール：17sdgs@city.kawasaki.jp

か わ さ き
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大 20賞

2024年度から
応募が簡単に!

25

応募方法や過去の受賞者
など詳細はこちら

mailto:17sdgs@city.kawasaki.jp


※東急電鉄で運行中
掲載されるとは限りません。

受賞者にはメリットが！
受賞者には、賞状（最優秀賞、優秀賞）及び盾（最優秀賞のみ）が贈られるとともに、
オリジナルロゴマークの使用やPRリーフレットへの掲載、市HP掲載などのメリットが！

オリジナルロゴマーク PRリーフレットへの掲載 SDGsトレイン※
の車内ポスター

過去の受賞者の取組事例(R6)

最優秀賞 地域・社会部門

社会福祉法人檸檬会レイモンド元住吉保育園
身近なひと、もの、ことに主体的に関わる幼児期のESD 
〜野菜栽培から『わたしたちに何ができるかな』〜

最優秀賞 経営部門

味の素株式会社 川崎事業所
製造業としての「つくる責任・つかう責任」
地域社会との共生・共創による循環型社会の実現の取組

皆様からのたくさんの御応募お待ちしています！

※令和６年度の広報実績（例）

元住吉保育園さん

味の素 川崎事業所さん

幼児期から地域の大人と連携・協働することで『自分たちの持つ影響力は、
遠い世界や将来にも関係していく』と考えるようになります。
未来の担い手を育むことがSDGsの達成に繋がっています！

味の素グループ全体で環境負荷削減に取り組む中、川崎事業所では、
他社と協業しながら「プラスチック廃棄物削減」と「フードロス削減」
の取組を継続して進めています。


